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データ（事実）の共有 
・リアルタイムモニター 
・線量マップの共有 
・除染方法とその効果の共有 
・住民の判断根拠となる情報の提供 
 

福島の情報を世界へ 
・被災の現実 
・これは世界の問題である 
・私たちはあきらめない 
 

避難住民のコミュニケーション 
・飯舘放送局 
 

ネットメディアの特性と限界 
・蛸壺化 
・お年寄りが多くPCでは難しい 



放射線 
モニター 

放射線 
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移動（車載）モニター 

固定（定点観測）モニター 

飯舘村データセンター 

インターネット利用者 

放射線リアルタイムモニター 

放射線モニターで計測されたデータはdocomo→インターネットを通じて飯舘村のサーバーに集められ、自動的
に地図上にマップされる。 



放射線マップ例（車載型モニターによる計測結果をもとに自動作成） 

開発中の携帯型GPSモニターも使い、住民自身が地区の線量を計測し蓄積していけること、またデータを即座に
公開できることを目指す。 



各地の放射線マップサーバー 
全国放射線マップサーバー 

インターネット利用者 

放射線マップデータの提供 

生の計測データを提供することによって、各地で放射線マップのサービスを提供するサーバーとデータの共有が
できるようになる。 
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除染実証実験の成果の共有 

除染の実証実験の結果を積極的に公開していく。 
・各地で行われている除染活動に適切な情報を提供すること 
・国が行う実証事業を住民が批判的に監視するための基礎資料を提供すること 

山林の除染実証実験の報告 国が行う実証モデル地区の事前計測 



インターネット利用者（世界） 

福島の情報を世界へ（Global Voices from Japanの「Talk In: Fukushimaの再生」） 

飯舘村と２つの大学をインターネットでつなぎ、留学生と対話。その様子をインターネットで配信（放送）。 

工学院／立命館 

インターネットを
介して対話 

インターネットで
配信（放送） 



福島の情報を世界へ（Global Voices from Japanの「Talk In: Fukushimaの再生」） 

同時視聴者数：のべ47人、録画視聴者数：のべ654人。 
録画閲覧URL: http://www.ustream.tv/talk-in-fukushima 

台湾、韓国、マレーシア、スリランカ、
モンゴル、イスラエル（ウクライナ出
身）などの国からの留学生が、質
問・コメント。 
 
「光の見えない日々」 
「これは福島の問題ではなく、世界
の問題である」 
「あきらめるには早すぎる」 
という菅野宗夫さんのメッセージに
留学生たちは強く印象付けられたこ
とが感じられた。 



インターネット利用者（世界） 

インターネット放送局構想 － 「いいたてチャンネル」（仮） 

飯舘村の拠点に常設スタジオ（？） 
定期的にUstreamで番組を配信（放送） 
・飯舘村民へ向けた各種情報 
・世界へ向けた情報（録画後に多言語化） 

インターネットで配信（放送） 



ネットメディアの特性を活かして 

マスメディアの限界を埋める 
【マスメディア】 
多数の読者・視聴者に向けて手短にわかりやすく情報を提供する 
一斉同報 
国内向け 
【ネットメディア】 
求める人個々に必要な情報を提供する 
双方向 
世界へ。同一コンテンツを多言語で 

一方で・・・ 
ネットメディアの限界と弊害を見極めていくことも重要 

ネットで詳細に調べられる → 行かなくてもわかった気になる 
細切れに見たい情報だけを見る傾向 → 分極・分断（蛸壺化） 
 
これらの限界はネットの中では解消できない。 
実際に「見る」「参加する」回路の確保も必要。 
 
住民にはお年寄りが多く、PCでの提供では普及に限界がある 
紙メディア・ラジオなどの併用も必要 
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